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2020 年度新聞学研究所事業報告

〇共同研究プロジェクト
「デジタル化社会の進展における現代日本のジャーナリズムの変容に関する研究」

研究代表者　佐幸　信介（日本大学法学部新聞学科教授）
研究分担者　柴田　秀一（日本大学法学部新聞学科教授）

塚本晴二朗（日本大学法学部新聞学科教授）
米倉　　律（日本大学法学部新聞学科教授）
中　　正樹（日本大学法学部新聞学科准教授）
笹田　佳宏（日本大学法学部新聞学科准教授）
山口　　仁（日本大学法学部新聞学科准教授）
三谷　文栄（日本大学法学部新聞学科准教授）
大井　眞二（日本大学名誉教授）

「テレビ番組の映像資料を利用した「多様性」等に関する研究」

研究代表者　米倉　　律（日本大学法学部新聞学科教授）
柴田　秀一（日本大学法学部新聞学科教授）
小林　義寛（日本大学法学部新聞学科教授）
笹田　佳宏（日本大学法学部新聞学科准教授）
三谷　文栄（日本大学法学部新聞学科准教授）

研究の概要
本共同研究は 2011 年 ３ 月 11 日に発生した東日本大震災後のテレビ放送の報道内容を分析し、

災害時におけるニュース報道及びほかの関連する映像情報を量的、質的両面から研究する上で必
要な基盤整備としてのデータベース構築を目的として、201３ 年度からその研究を始めた。
2011 年 ３ 月 11 日の発災から今日に至るまで、東京キー局（６ 局）のテレビ映像を JCC の

MaxChannel を使用して録画・保存を行っている。これら映像データは東日本大震災という未曽
有の危機を保存した価値のみだけではなく、その後のテレビ映像も長期間データとして保存して
いることに、今後のジャーナリズム研究及びマスコミュニケーション研究の分野にとって大きな
価値を持つと考えられる。本研究では、これまで①映像データ保存とニュース及びその他の関連
する映像情報の分類をはじめとするデータベース構築のための作業を行い、その上で、②報道内
容の質的、量的分析を行い、こうした研究成果の一部は本研究所シンポジウムにおいて公表して
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きた。また、2020 年 ３ 月 ７ 日に本学で「アーカイブ映像の研究利用と教育利用」をテーマにシ
ンポジウムを開催予定であったが、新型コロナウィルスの影響で開催ができず、ジャーナリズム
＆メディア 1６ 号でシンポジウム登壇予定者に原稿を寄稿していただいた。
2020 年 ４ 月、大学の情報システムがWindows７ 対応からWindows10 対応に変更されたこと

に伴い、録画・保存システムの大幅な変更を行った。従来は、Windows７ 対応のMaxChannel３
台で録画を行っていたが、これをWindows10 対応のMaxChannel2 台に集約した。また、従来
は、MaxChannel に録画したテレビ映像をHDDに保存していたが、新システムでは本学のクラ
ウド上に保存することとした。また、HDDに保存していた番組データを順次、クラウドにアッ
プする予定であったが、コロナ禍の影響で本年度は実施できなかった。
クラウドにアップしたことにより、2020 年度 ４ 月以降のテレビ映像は、より多くの研究者が

使用することができるようになった。また、昨年度から、大学院生の研究や研究指導部門で番組
アーカイブを活用してきたが、本年度からはクラウド上にテレビ映像をアップしたことで、大学
院での授業、学部のゼミナール研究などで番組アーカイブを使用するなど活用幅が広がった。

〇研究指導
「メディア分析の手法─ドキュメンタリー分析─」
日本大学新聞学研究所は、2011 年 ３ 月からテレビ番組のアーカイブ事業に取り組んできた。

そして、2018 年度から毎年二度にわたり、このアーカイブを用いつつ修士論文・博士論文を執
筆するうえで不可欠なメディア分析の手法を講義で取り上げてきた。
2020 年度春学期は新型コロナウイルス感染症の流行による、オンライン講義等への移行期間

であったこともあり、オンライン上での研究指導の依頼を検討できなかった。秋学期は、ドキュ
メンタリー分析を専門とする福山大学の丸山友美先生をお招きし、その手法を教授していただい
た。ドキュメンタリー分析は、ドキュメンタリーのみならず、ニュースや様々な映像の分析にも
適用できるものである。講義で取り上げられた障害者に関するドキュメンタリーは、東京五輪が
行われる場合や、日常的なニュースにおける社会問題のメディア表象を分析する際に参考となる
視座を提供するものであった。

〇研究会
「戦後ジャーナリズム研究における「客観報道」」
報　　告　中　　正樹（日本大学法学部新聞学科准教授）
開催日時　2020 年 10 月 29 日（木）1７ 時 00 分〜
場　　所　Zoomによるオンライン開催

「ジャーナリズムと社会問題の構築」
報　　告　山口　　仁（日本大学法学部新聞学科准教授）
開催日時　2020 年 12 月 10 日（木）1７ 時 00 分〜
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場　　所　Zoomによるオンライン開催

「震災テレビアーカイブでみる映像イメージの構築」
報　　告　加藤　徹郎（法政大学講師）
開催日時　2021 年 1 月 21 日（木）1７ 時 00 分〜
場　　所　Zoomによるオンライン開催
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